
1 

調 査 票

【ご注意とお願い】 

●回答は、今回の手紙の宛名の方（児童扶養手当の受給資格のある方、令和３年３月３１日時点で「令
和２年度ひとり親世帯臨時特別給付金」を受給された方ご本人）が、ご記入ください。 

●回答に迷う場合には、あなたのお気持ち、お考えにできるだけ近いものをお選びください。

●調査票は１ページから8ページまであります。最後までご記入いただきましたら、 

令和３年６月１８日（金）までに、同封の返信用封筒に入れてポストに入れてください。 

（切手は不要です）。  

問１ お住まいの区はどちらですか。あてはまるもの１つに〇をつけてください。            

問２ 現在の世帯の状況は次のうちどれですか。あてはまるもの１つに〇をつけてください。         

問３ あなたの現在の年齢と、ひとり親になったときの年齢を、それぞれ□の中に記入してください。   

１ 現在の年齢       歳    ２ ひとり親になった時の年齢      歳 

問４ お子様の人数と年齢を、それぞれ□の中に記入してください。                   

１ お子様の人数      人  

２ 年齢  １人目     歳  ２人目     歳 ３人目     歳 ４人目       歳 

      ５人目     歳  ６人目     歳 ７人目     歳 ８人目       歳 

問５ ひとり親世帯である理由は次のうちどれですか。あてはまるもの1つに○をつけてください。   

４.その他（                         ）

問６ あなたのご家庭は現在、児童扶養手当を受けていますか。                        

問７ あなたのご家庭は現在、生活保護を受けていますか。                         

１．川崎区     ２．幸区     ３．中原区     ４．高津区     ５．宮前区

６．多摩区     ７．麻生区    ８．市外

１．母子世帯   ２．父子世帯   ３．その他（１.２にあてはまらないもの）

１．離婚           ２．死別           ３．未婚のひとり親 

１．受けている      ２．受けていない

● あなたとあなたのご家庭についてお聞きします。 

１．受けている    ２．受けていない
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問８ 現在の住居は次のうちどれですか。あてはまるもの1つに○をつけてください。         

問９ 月々の住居費（※管理費は含まない）について、あてはまるもの１つに○をつけてください。    

問１０ あなたは現在、就労していますか。                               

※ 問１０で「１．就労している」と答えた方にお聞きします。                       

問１１ 現在、就労している就労先はいくつありますか。あてはまるものに○をつけてください。   

問１２ 現在の雇用形態（主たる就労先）について、あてはまるものに○をつけてください。    

※ 問１２で「１．正社員又は正規職員」～「４．パート・アルバイト等」のいずれかに答えた方のみ

にお聞きします。                                     

問１３ 現在の主たる就労先について、あてはまるもの1つに○をつけてください 

１．正社員又は正規職員     ２．契約社員     ３．派遣社員  

４．パート・アルバイト等    ５．会社役員     ６．自営業・個人事業主

７．自営業手伝い（家事従事者） ８．家庭内での内職  

９．その他

（                                  ）

１．民間企業             ２．個人経営の事務所や店舗等  

３．非営利法人（社団法人、財団法人、社会福祉法人、ＮＰＯ法人、組合、互助会等）

４．官公庁              ５．独立行政法人

６．その他

（                                  ）

● 就労状況についてお聞きします。 

● 住居のことについてお聞きします。 

１．民間賃貸住宅        ２．市営住宅        ３．県営住宅  

４．公社・公団（ＵＲ）の賃貸  ５．親・親族の住宅に同居  ６．社宅・社員寮

７．母子生活支援施設      ８．持ち家（戸建・分譲マンション）

９．その他

（                                    ）

１．３万円未満       ２．３～５万円未満     ３．５～７万円未満

４．７～１０万円未満    ５．１０～１５万円未満   ６．１５～２０万円未満

７．２０～２５万円未満   ８．２５万円以上      ９．負担なし   

１．１社    ２．２社    ３．３社    ４．４社以上   ５．その他（自営業等）

１．就労している               ２．就労していない
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※ 問５で「１．離婚」と答えた方のみにお聞きします。                 

問１４ 離婚の際に、元配偶者の方と離婚後のお子様の養育にかかる条件について取り決めたことはありま

すか。あてはまるもの１つに○をつけてください。                     

※ 問１４で「１．何も取り決めなかった（できなかった） 」と答えた方のみにお聞きします。

問１５ 取り決めなかった理由について、あてはまるもの１つに○をつけてください。        

※ 問１４で、選択肢の２又は３を選んだ方にお聞きします。

問１６ 養育費の取り決めの方法について、あてはまるもの１つに○をつけてください。          

問１７ 養育費の受け取りの状況について、あてはまるもの１つに○をつけてください。          

※ 問１７で「１．おおむね継続的に受け取っている」又は「２．一部または時々受け取っている（金額や

時期があまり守られておらず、やや不満がある）」と答えた方のみにお聞きします。

問１８ 養育費の平均的な金額（月額）はいくらですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

１．取り決める必要がなかったから。

２．取り決めたかったが、元配偶者が非協力的だった（話し合いに応じなかった）から。

３．ＤＶ等の事情で、取り決める間もなく別居したから

４．その他

（                                    ）

● 離婚後の状況について、お聞きします。【※一部の方のみ】 

１．おおむね継続的に受け取っている 

２．一部または時々受け取っている（金額や時期があまり守られておらず、やや不満がある） 

３ 受け取っていない         

４．その他 

（                                   ） 

１．１万円未満       ２．１～３万円未満     ３．３～５万円未満

４．５～７万円未満     ５．７～１０万円未満    ６．１０～１５万円未満

７．１５万円以上      

１．何も取り決めなかった（できなかった）２．養育費と子どもの面会の両方について取り決めた

３．養育費についてのみ取り決めた    ４．子どもとの面会についてのみ取り決めた 

５. 養育費や面会以外のことについて取り決めた 

（内容：                                 ） 

１．公的文書（公正証書、審判書、判決等）で取決めをした

２．念書や覚書等の私的な文書で取り決めをした    ３．口約束で取り決めをした

４．その他 

（                                    ） 
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 ※ 問１４で、選択肢の「２養育費と子どもの面会の両方について取り決めた」と「４子どもとの面会に

ついてのみ取り決めた」を選んだ方にお聞きします。                     

   問１９ 離れて暮らしている親と子どもとの面会の取り決めの方法について、あてはまるもの１つに

○をつけてください。 

問２０ 離れて暮らしている親と子どもとの面会の状況について、あてはまるもの１つに○をつけて

ください。 

問２１ 川崎市母子・父子福祉センターサンライヴを利用したことがありますか。              

※ 問２１で「２．知っているが利用したことはない。」と答えた方のみにお聞きします。         

問２２ 利用していない理由は何ですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。【複数可】 

問２３ 市で、平成３０年度まで児童扶養手当受給世帯に対し１枚交付していた、川崎市バス特別乗車証を

受け取ったことがありますか。当てはまるもの１つに○をつけてください。

問２４ ひとり親家庭の支援施策についてあなたが利用したことがあるものはありますか。あてはまるもの

すべてに○をつけてください。 

● 市の支援施策の利用状況についてお聞きします。 

１．受け取ったことがある   ２. 受け取ったことはない
３．令和元年度以降から児童扶養手当を受給し始めたため、対象となっていない。 

１．ひとり親家庭等通勤交通費助成      ２．ひとり親家庭等高校生等通学交通費助成

３．学習支援・居場所づくり事業       ４．自立支援教育訓練給付金

５．高等職業訓練促進給付金         ６．高等職業訓練促進資金貸付金

７．ひとり親家庭等日常生活支援（エンゼルパートナー制度）

８．高等学校卒業程度認定試験合格支援    ９．母子父子寡婦福祉資金貸付金

１０．川崎市母子父子福祉センター サン・ライヴで実施する各種相談や講習会等

１１．その他（                                   ）

１２．なし

１．利用したことがある。    ２．知っているが利用したことはない。 

３．サン・ライヴを知らない。

１．興味のある事業やイベントがない     ２．利用する必要がない

３．その他（                                    ）

１．公的文書（公正証書、審判書、判決等）で取決めをした

２．念書や覚書等の私的な文書で取り決めをした    ３．口約束で取り決めをした

４．その他 

（                                    ） 

１．現在も会っている。    ２．以前は会っていたが、今は会っていない。 

３．一度も会ったことがない。 

４．その他 

（                                    ） 
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※ 問２４で「選択肢の１から１１を選んだ方にお聞きします。

問２５ ひとり親家庭の支援施策について、役に立つ、（立った）、助かっている（助かった）と思う制

度はありますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

※問２４で、「５．高等職業訓練給付金」を利用したことがある方にお聞きします。 

問２６ 資格取得にかかる訓練（修業）期間中、最も困ったことは何ですか。あてはまるもの１つに○

をつけてください。 

問２７ 令和２年度版ひとり親家庭サポートガイドブック「まなざし」をお持ちですか。

※ 問２７で「１．持っている」と答えた方のみにお聞きします。  

問２８ どのくらいの頻度で読んでいますか。あてはまるもの1つに○をつけてください。        

※ 問２８で「１．必要がある時はいつも読んでいる」又は「２．たまに読むことがある」と答えた方の

みにお聞きします。                                       

問２９ どのような時に読んでいますか、あてはまるものに○をつけてください。           

１．持っている         ２．持っていない          ３．知らない

● ひとり親家庭サポートガイドブック「まなざし」についてお聞きします。 

１．必要がある時はいつも読んでいる    ２．たまに読むことがある  

３．もらった時に目を通しただけ      ４．読んだことがない

１．支援の制度内容を調べるとき     ２．窓口の問合せ先を調べるとき

３．その他

（                                ）

１．ひとり親家庭等通勤交通費助成      ２．ひとり親家庭等高校生等通学交通費助成

３．学習支援・居場所づくり事業       ４．自立支援教育訓練給付金

５．高等職業訓練促進給付金         ６．高等職業訓練促進資金貸付金

７．ひとり親家庭等日常生活支援（エンゼルパートナー制度）

８．高等学校卒業程度認定試験合格支援    ９．母子父子寡婦福祉資金貸付金

１０．川崎市母子父子福祉センター サン・ライヴで実施する各種相談や講習会等

１１．その他（                                   ）

１２．なし

１． 生活費が不足したこと。 ２. 資格取得のための勉強  
３．育児や家事に費やす時間が不足したこと。 

４．その他

（                               ）
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※ 問２８で「３．もらった時に目を通しただけ」又は「４．読んだことがない」と答えた方のみに

お聞きします。                                         

問３０ 読まなかった理由は何ですか。あてはまるものに○をつけてください。        

問３１ 現在、配信登録をしていますか。                            

※ 問３１で「１．登録している」と答えた方のみにお聞きします。                 

問３２ 配信される情報のうち、どのような情報に興味がありますか。あてはまるものすべてに〇を 

       つけてください。 

※ 問３１で「２．登録していない」と答えた方のみにお聞きします。                

問３３ 登録していない理由は何ですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。      

問３４ ひとり親家庭に対する制度の利用や支援を受けたい時、最も相談しやすい（と思う）のはどれです

か。 

    あてはまるもの1つに〇をつけてください。 

１．特に利用したいものがなかったから   ２．ガイドブックの内容がわかりづらいから

３．その他

（                                ）

● ひとり親家庭応援メールマガジン（以下「メルマガ」という。）についてお聞きします。 

１．登録している             ２．登録していない

１．講座やセミナーの情報       ２．家事や子育て支援の情報

３．各種相談受付の情報        ４．各種手当や給付金、貸付金制度の情報

５．川崎市母子寡婦福祉協議会の情報  

６．その他

（                                    ）

● その他のことについてお聞きします。 

１．欲しい情報がなく、登録する必要性を感じない    ２．登録の方法がわからない

３．メルマガを知らない  ４．メルマガに興味がない  ５．日常的にメールをあまり見ない

６．その他

（                                    ）

１．お住まいの区の区役所や支所の窓口   ２．川崎市母子父子福祉センター サン・ライヴ

３．ひとり親家庭を支援する民間団体

（団体名：                                  ）

４．保育所、幼稚園、学校         ５．インターネット等の情報

６．どこに相談したらいいかわからない   ７．特に困ったことがない      

８．その他

（                                      ）
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問３５ 過去１年間で、公共料金等の支払いが滞ってしまった経験はありますか。あてはまるものすべてに

○をつけてください。 

※ 問３５で、１から５のいずれかを選択された方にお聞きします。

問３６ 今も支払いが滞っているものはありますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。

問３７ 過去１年間、日常生活をする上で次のような状況はありましたか。あてはまるものすべてに○をつ

けてください。

※ 問３７で、１から５のいずれかを選択された方にお聞きします。                  

問３８ 問３７で回答された状況は現在、どのように変化していますか。あてはまるもの１つに○を

つけてください。 

問３９ 現在、生活の中で特にお困りのことがありましたら、ご自由に御記入ください。

１．電気料金又はガス料金を滞納し、督促されたことがある

２．水道料金を滞納し、督促されたことがある

３．税金や保険料を滞納し、督促されたことがある

４．家賃の支払いや住宅ローンの返済を滞納し、督促されたことがある

５．その他支払いや借入の返済等を滞納し、督促されたことがある

６．該当なし（１～５であてはまるものはない。）

１．必要とする食糧が買えなかったことがあった。 

２．必要とする日用品や衣類など、が買えなくなった。

３．経済的事情で、子どもの塾や習い事をやめさせた

４．経済的事情で、子どもが学校をやめざるを得なくなった

５．身近に相談できる相手がいなかった    ６．該当なし（１～５であてはまるものはない）

１．電気料金又はガス料金        ２．水道料金       ３．税金や保険料  

４．家賃の支払いや住宅ローンの返済 ５．その他支払いや借入の返済等

１．特に現在も改善されていない

２．以前よりもさらに状況が悪化した

３．以前よりも状況は改善された
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問４０ その他、市の施策に対するご意見やご要望がありましたら、ご自由にご記入ください。 

質問は以上です。ご協力くださいましてありがとうございました。 

同封の返信用封筒にいれて、 ６ 月 １８ 日（金） までにポストに投函して 
ください。よろしくお願いいたします。 


